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一
．
チ
ベ
ッ
ト
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
は

　
難
民
は
故
郷
た
る
常
居
所
か
ら
国
境
を

越
え
、
他
国
へ
と
流
入
し
た
者
の
こ
と
を

指
す
が
、
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
の
場
合
、
一

九
五
九
年
以
降
、帰
る
べ
き
「
チ
ベ
ッ
ト
」

は
も
は
や
存
在
せ
ず
、
現
在
そ
こ
は
中
国

領
に
な
っ
て
い
る
。
父
祖
の
地
を
離
れ
、

世
界
に
離
散
し
て
い
る
状
態
を
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
と
い
う
。
帰
る
べ
き
土
地
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
土
地
は
も
は
や
政

治
的
に
他
民
族
に
実
効
支
配
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
は
帰
還
が
叶

わ
ず
、
離
散
状
態
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

難
民
た
る
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
は
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
で
も
あ
る
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う

語
は
元
来
、
紀
元
前
七
〇
年
の
バ
ビ
ロ
ン

捕
囚
以
来
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
離
散
を
表
す
言

葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で

は
使
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
広
範
囲
に
分

布
す
る
移
民
集
団
を
も
表
す
用
語
と
な
っ

た
［M

arshall 1998

： 158

］。
祖
国

に
対
す
る
強
い
愛
着
を
基
盤
と
す
る
強
固

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
し
、
祖
国
へ

の
帰
還
や
新
天
地
で
の
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
ほ
ど
の
強
力
な
集
団
的
凝
集

性
を
持
つ
の
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
集
団
の
特

徴
で
あ
る
。

　
チ
ベ
ッ
ト
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
は
、
故

国
た
る
チ
ベ
ッ
ト
で
は
な
い
場
所
で
暮
ら

す
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
お
よ
び
そ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
指
す
。
本
稿
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト

か
ら
一
旦
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
第
一
庇
護

国
と
し
て
の
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
を
経
由

し
、
第
三
国
定
住
地
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
）
を
選
択
し
た

政
治
亡
命
者
の
チ
ベ
ッ
ト
人
を
対
象
と
す

る
。

  

イ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
た
中
央
チ
ベ
ッ
ト

行
政
府
⑴
（C

en
tral T

ib
etan 

A
dm

inistration

．
以
下
、
C
T
A
を

使
用
す
る
。
い
わ
ゆ
る
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政

府
）
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、
世
界
の
チ

ベ
ッ
ト
人
の
総
数
は
六
〇
〇
万
人
で
、
う

ち
二
〇
九
万
人
が
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
内
に

居
住
し
て
お
り
、
一
二
八
、
〇
一
四
人
が

チ
ベ
ッ
ト
外
で
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
状
態
⑵
に

あ
る
。
世
界
に
拡
散
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
が
最
も
多
い
の
は
イ
ン
ド

や
ネ
パ
ー
ル
と
い
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
に
隣
接

す
る
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
あ
る
が
、
一
九
九

〇
年
代
以
降
、
急
速
に
増
え
て
い
る
の
は

北
米
地
域
（
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
）
で
、

一
一
、
一
一
二
人
が
居
住
し
て
い
る
。
本

稿
で
注
目
す
る
ア
メ
リ
カ
に
は
九
、
一
三

五
人
が
居
住
し
て
お
り
、イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー

ル
に
次
ぐ
第
三
番
目
の
受
入
国
と
な
っ
て

い
る
［
表
1
参
照
］。

調
査
報
告

　
北
米
の
チ
ベ
ッ
ト
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

　
　
　
―
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
事
例
―

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
榎
木
　
美
樹

Report

順位 受入国名 人口（人） 割合（％）

1 インド 94,203 73.6

2 ネパール 13,514 10.6

3 アメリカ 9,135 7.1

4 スイス 2,830 2.2

5 カナダ 1,977 1.5

6 ブータン 1,298 1.0

7 ベルギー 863 0.7

8 オーストラリア 509 0.4

９ イギリス 501 0.4

10 フランス 486 0.4

11 台湾 376 0.3

12 ドイツ 299 0.2

13 日本 176 0.1

その他 1,046 0.8

合計 127,935 100.0

表 1．世界に散らばるチベット人ディアスポラ

注）着色はチベットに隣接する南アジア諸国
出所：Planning Commission of CTA, 2010:29;60 を基に筆者作成
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二
．
チ
ベ
ッ
ト
人
の

　
　
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
動

　
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
動
は
、

大
き
く
三
つ
の
波
が
あ
る
［G

yaltang 
2004

］。
第
一
波
は
一
九
五
〇
～
六
〇
年

代
で
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
て
最
初
に
ア
メ

リ
カ
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
一
三
世
お
よ
び
一
四
世
の
政
府
で
財
務

長
官
を
務
め
た
シ
ャ
カ
ッ
パ
で
、
一
九
四

七
年
で
あ
っ
た
。
最
初
の
ア
メ
リ
カ
定
住

者
は
テ
ロ
パ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
チ
ベ
ッ
ト

高
僧
／
米
ジ
ョ
ン
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
へ
の

招
聘
者
：
一
九
四
八
年
に
定
住
）
で
、ト
ゥ

プ
テ
ン
・
ノ
ル
ブ
（
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四

世
の
長
兄
）と
ト
ン
ド
ゥ
プ
・
ギ
ャ
ル
ツ
ェ

ン
（
同
左
友
人
）
が
移
住
し
た
（
一
九
五

二
年
）。
そ
の
後
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年

代
初
頭
に
は
、
C
I
A
（
ア
メ
リ
カ
中
央

情
報
局
）⑶
が
コ
ロ
ラ
ド
に
て
、カ
ム
（
東

チ
ベ
ッ
ト
）
と
ア
ム
ド
（
北
チ
ベ
ッ
ト
）

の
若
者
を
ゲ
リ
ラ
部
隊
と
し
て
組
織
・
訓

練
し
た
。
一
九
六
四
年
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

代
表
部
事
務
所
（O

ffi
ce of Tibet

）
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
の

時
点
で
ア
メ
リ
カ
居
住
の
チ
ベ
ッ
ト
人
は

二
〇
人
程
度
だ
っ
た
［G

yaltang 
2004

： 257

］。

　

第
二
波
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
で
あ

る
。
厳
し
い
肉
体
労
働
に
耐
え
て
勤
勉
に

働
く
チ
ベ
ッ
ト
人
を
評
価
し
て
一
九
六
七

年
に
ア
メ
リ
カ
の
製
紙
会
社
が
六
人
の
チ

ベ
ッ
ト
人
を
木
こ
り
と
し
て
雇
用
し
た
の

を
契
機
に
、
労
働
者
と
し
て
働
く
チ
ベ
ッ

ト
人
は
数
を
増
し
、
一
九
八
五
年
に
は

五
二
四
人
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
ア
メ
リ
カ

に
居
住
し
て
い
た
［G

yaltang 2004: 
258

］。
こ
う
し
た
背
景
に
加
え
て
、
チ

ベ
ッ
ト
を
支
援
す
る
ア
メ
リ
カ
の
団
体

が
設
立
さ
れ
た
の
が
一
九
八
〇
代
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
チ
ベ
ッ
ト
委
員
会
（the 

U
S Tibet C

om
m

ittee

）、
チ
ベ
ッ
ト

の
友
人
（the Friends of Tibet

）、
チ

ベ
ッ
ト
の
た
め
の
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（the International C
am

paign for 
Tibet

）
な
ど
、
現
在
も
チ
ベ
ッ
ト
支
援

で
名
を
馳
せ
る
団
体
が
次
々
に
設
立
さ
れ

て
い
っ
た
。

　
移
動
の
第
三
波
は
、
一
九
九
〇
年
代
か

ら
今
日（
二
〇
〇
四
年
時
点
）［G

yaltang 
2004

］
だ
が
、
そ
の
中
で
も
、
ス
イ

ス
を
モ
デ
ル
と
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
一
〇

〇
〇
人
移
住
計
画
（
通
称
「
ラ
ッ
キ
ー

1000

」。
下
記
で
詳
述
）
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
人
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
の
今
日
的
特
徴
を
基
礎
づ
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

三
．
チ
ベ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
再
定
住

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

　
チ
ベ
ッ
ト
人
一
、
〇
〇
〇
人
を
対
象
と

す
る
移
住
計
画
の
正
式
名
称
は
、
チ
ベ
ッ

ト
ア
メ
リ
カ
再
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（the 

T
ib

eta
n

 U
S R

esettlem
en

t 
Project

）
で
通
称
、「
ラ
ッ
キ
ー1000

」

と
称
さ
れ
る
。
ス
イ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
た

こ
の
大
規
模
移
住
計
画
は
、E
．べ
ド
ナ
ー

（Edw
ard Bednar. 

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

難
民
サ
ー
ビ
ス
局
局
長
）
と
テ
ン
ジ
ン
・
テ

ト
ン
（Tenzin N

am
gyal Tethong. 

元
「
チ
ベ
ッ
ト
の
た
め
の
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
代
表
で
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら

C
T
A
の
要
職
を
歴
任
）
の
話
し
合
い

に
よ
っ
て
結
実
し
た
［G

yaltang 
2004:259

］。
こ
の
両
者
を
中
心
と
す
る

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
メ
リ
カ
双
方
の
再
定
住
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
者
の
協
同
に
よ
り
、
ア

メ
リ
カ
上
院
議
会
で
は
移
民
法

（Im
m

igration A
ct of 1990

）
の
改

正
が
可
決
さ
れ
た
⑷
。

　
チ
ベ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
再
定
住
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
移
民
法
改

正
を
背
景
に
実
施
さ
れ
、
当
時
イ
ン
ド
お

よ
び
ネ
パ
ー
ル
に
流
入
し
て
い
た
亡
命
チ

ベ
ッ
ト
人
一
〇
万
人
を
七
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
て
［
表
2
参
照
］、
そ
の
中

か
ら
一
、
〇
〇
〇
人
を
選
ん
で
ア
メ
リ
カ

へ
の
移
住
を
許
可
す
る
も
の
で
（
ゆ
え
に

「
ラ
ッ
キ
ー1000

」
と
呼
称
さ
れ
た
）、

当
該
チ
ベ
ッ
ト
人
が
正
規
の
居
住
資
格

（
ア
メ
リ
カ
国
籍
）
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
身
元
保
証
、
住

居
提
供
、
職
業
斡
旋
が
条
件
と
さ
れ
た
⑸
。

ア
メ
リ
カ
の
国
内
法
と
し
て
は
、
一
九
九
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〇
年
移
民
法
（Im

m
igration A

ct of 
1990

）
の
一
三
四
項
が
適
用
さ
れ
、「
難

民
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

「
基
準
を
満
た
し
た
常
居
所
を
追
わ
れ
た

チ
ベ
ッ
ト
人
」（qualified displaced 

Tibetans

）
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
彼

ら
に
は
移
民
ビ
ザ
（im

m
igrant visa

）

が
発
給
さ
れ
、
後
に
家
族
呼
び
寄
せ
が
可

能
と
な
っ
た
⑹
［Section 134 of the 

Im
m

igration A
ct of 1990

］。

　

こ
う
し
て
、
一
九
九
二
年
四
月
一
六

日
、
最
初
の
グ
ル
ー
プ
が
ア
メ
リ
カ
に
到

着
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
二
一
グ

ル
ー
プ
が
随
時
到
着
し
、
ア
メ
リ
カ
の
一

八
州
に
点
在
す
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

も
と
へ
散
ら
ば
っ
て
い
っ
た
［G

yaltang 
2004:260

］。
C
T
A
は
一
九
九
三
年
時

点
の
定
住
サ
イ
ト
二
一
箇
所
を
提
示
し
て

い
る
［
表
3
参
照
］。
規
定
ど
お
り
、
ラ
ッ

キ
ー
一
〇
〇
〇
で
移
住
し
た
当
初
の
入
植

者
の
家
族
呼
び
寄
せ
に
よ
り
、
一
九
九

〇
年
代
後
半
に
は
ア
メ
リ
カ
居
住
者
は

一
、
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
に
は
七
、
〇
〇
〇
人
規
模
へ
拡
大

し
た
［Planning C

ouncil of C
TA

, 
2000:7;38

］。
先
述
し
た
と
お
り
、C

TA

の
人
口
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
在
住
者
は
九
、
一
三
五

人
で
、
二
〇
〇
八
年
時
の
ア
メ
リ
カ
の
人

口
統
計
が
示
す
チ
ベ
ッ
ト
語
話
者
数
九
、

七
六
四
人
に
鑑
み
て
も
妥
当
な
数
字
だ
と

い
え
よ
う
［
表
１
お
よ
び
表
4
参
照
］。

分類 項目 申請者
（人）

不適格
（人）

適格
（人）

最終選考
通過者（人）

順番待ち
（人）

1a 支援未受給 566 246 320 200 76

1b 定住地における貧窮者 225 130 95 100 50

1c 新規亡命者 610 35 575 100 50

2a 技術者 755 232 523 175 ?

2bi CTA関係者 139 ? ? 100 20

2bii コミュニティ発展の功労者 297 62 235 150 50

3 アメリカ在住者の親族 162 11 ? 75 ?

合計 2,754 716 1,748 900 246

表 2：チベットアメリカ再定住プロジェクトの候補者カテゴリー一覧
［出所：Hess 2009: 116（原典は CTA の内部情報）を筆者翻訳］

表 3：チベットアメリカ再定住プロジェクトの定住
サイト（1993 年時点）

地名 当初人数
（人）

1 アルバカーキ/サンタフェ（ニューメキシコ州） 50

2 アマースト（マサチューセッツ州） 46

3 オースティン（テキサス州） 20

4 ボイシ（アイダホ州） 20

5 ボストン（マサチューセッツ州） 50

6 ボルダー（コロラド州） 25

7 バーリントン（バーモント州） 25

8 シャーロッツヴィル（バージニア州） 20

9 シカゴ（イリノイ州） 100

10 ダリエン（コネチカット州） 21

11 イサカ（ニューヨーク州） 11

12 ロサンゼルス（カリフォルニア州） 10

13 マディソン（ウィスコンシン州） 75

14 ミネアポリス/セント・ポール（ミネソタ州） 150

15 ミズーラ（モンタナ州） 20

16 ニューヨーク（ニューヨーク州） 70

17 ポートランド（オレゴン州） 35

18 ソルト・レーク・シティ（ユタ州） 61

19 サンフランシスコ（カリフォルニア州） 50

20 シアトル（ワシントン州） 25

21 セントルイス（ミズーリ州） 25

合計 909

［出所： Hess 2009: 120（原典は CTA 内務省および TUSRP
の内部情報）を筆者翻訳］



33

❖調査報告❖　北米のチベット人ディアスポラ －カリフォルニア州サンフランシスコの事例－

四
．
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

　
　
居
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人

　
　
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

四-

一
．
調
査
の
概
要
⑺

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
調
査
対
象
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
在
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
八

名
お
よ
び
移
民
二
世
一
名
の
合
計
九
名
で
、

イ
ン
ド
在
住
の
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
を
介
し

て
紹
介
さ
れ
た
人
々
へ
の
参
与
観
察
お
よ

び
聞
き
取
り
（
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
聴
取

を
含
む
）
で
あ
る
。
ま
た
上
記
と
は
別
途
、

イ
ン
ド
に
所
在
す
る
C
T
A
官
僚
よ
り
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
チ
ベ
ッ
ト
支
援
団

体
⑻
と
そ
の
代
表
者
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

て
い
た
の
で
、
当
該
団
体
も
訪
問
し
、
関

係
者
か
ら
も
情
報
を
得
た
。
チ
ベ
ッ
ト
青

年
会
議
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
部
情
報
に

よ
れ
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
チ

ベ
ッ
ト
人
は
三
、
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
が
「
ベ
イ･

エ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ

る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
都
市
部
と
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
湾
の
湾
岸
地
域
に
居
住
し
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
九
名

の
う
ち
本
稿
で
は
三
名
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
そ
の
主
要
内
容
の
み
を
記
載
す
る
。

全
般
的
な
共
通
事
項
と
し
て
、
第
一
庇
護

国
か
ら
の
渡
航
者
に
は
渡
航
費
や
査
証
代

な
ど
、
ま
ず
は
C
T
A
の
設
置
委
員
会

が
当
該
費
用
を
無
利
子
で
貸
付
け
、
渡
航

後
に
状
況
の
見
通
し
が
立
て
ば
返
済
す
る

と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
者

が
、
こ
の
負
債
は
渡
航
後
二
～
三
か
月
で

完
済
し
て
い
た
。
対
象
の
一
、
〇
〇
〇
人

全
員
に
ア
メ
リ
カ
で
の
ス
ポ
ン
サ
ー
が
い

調査名 話者数（人） 誤差限界（人）

アジア・太平洋の
言語に占めるチ
ベット語話者の
割合（%）

2008年 ACS：アジア・太平洋の言語 8,267,977 30,947

同：チベット語 9,764 1,679 0.1181

2013 年ACS：アジア・太平洋の言語 9,539,099 23,440

チベット語 16,730 1,571 0.1175

表 4：アメリカン・コミュニティ・サーベイ (American Community 
Survey) の比較：2008 年と 2013 年

［ 出 所： 合 衆 国 セ ン サ ス 局（Unite States Census Bureau） 電 子 資 料 Detailed 
Languages Spoken at Home and Ability to Speak English for the 
Population 5 Years and Over: 2009-2013, http://www2.census.gov/
library/data/tables/2008/demo/language-use/2009-2013-acs-lang-
tables-nation.xls, accessed 05/20, 2019. を元に筆者編集・翻訳］

地図1：アメリカの州名と都市

［出所：（一財）海外留学推進協会 HP「アメリカ留学の都市情報」
https://www.ryugaku.or.jp/usa/usa_city.html］

地図2：カリフォルニア州サンフランシスコとベイエリア
［出所：（左）http://ontheworldmap.com/usa/city/san-francisco/san-francisco-bay-area-map.html
（右）http://majo44.sakura.ne.jp/trip/SF2007/basic.html］
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て
、
そ
の
支
援
度
合
い
に
よ
り
返
済
期
間

の
長
短
が
生
じ
る
と
の
こ
と
だ
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
九
名

は
全
員
ア
メ
リ
カ
市
民
権
（
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
）
を
取
得
済
み
で
、
移
民
一
世
は

八
名
で
、
う
ち
一
名
（
下
記
ケ
ー
ス
一
の

T
J
）
は
一
九
九
〇
年
代
に
チ
ベ
ッ
ト
亡

命
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
間
で
実
施
さ
れ

た
チ
ベ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
定
住
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ラ
ッ
キ
ー1000

）
で
渡
米
し
て
い

た
。
残
る
七
名
は
直
接
的
に
は
ラ
ッ
キ
ー

一
〇
〇
〇
と
は
関
係
な
く
、
す
で
に
移
住

し
て
い
た
親
戚
に
よ
る
親
族
呼
び
寄
せ
等

に
よ
っ
て
渡
米
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、

親
族
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
自
分
の
渡

米
が
完
了
し
て
市
民
権
が
取
得
で
き
る
と
、

近
し
い
親
族
を
呼
び
寄
せ
、
イ
ン
ド
や
ネ

パ
ー
ル
に
残
る
他
の
親
族
に
経
済
的
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。

四-

二
．
各
事
例

ケ
ー
ス
1　
《
T
J
：
男
性
、
一
九
六
一

年
生
ま
れ
（
五
七
歳
）》

・
ラ
ッ
キ
ー1000

当
事
者
。

・
一
九
九
二
年
に
最
初
の
ラ
ッ
キ
ー

1000

で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
来
た
。

渡
航
場
所
は
選
べ
た
わ
け
で
は
な
く
、

イ
ン
ド
・
ダ
ラ
ム
サ
ラ
の
C
T
A
の

委
員
会
が
決
め
た
。

・
T
J
は
ラ
サ
⑼
生
ま
れ
だ
が
、
生
後
九

か
月
で
イ
ン
ド
に
来
た
。
父
は
C
T
A

内
務
省
で
勤
務
し
て
い
た
。

・
ア
メ
リ
カ
で
の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
教

授
だ
っ
た
。
衣
食
住
に
加
え
、
し
ご
と

の
世
話
ま
で
す
べ
て
の
面
倒
を
彼
が
み

て
く
れ
た
た
め
、
最
初
に
つ
い
た
仕
事

の
給
金
を
貯
め
て
、
二
～
三
か
月
で
渡

米
時
に
負
っ
た
借
金
の
返
済
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。

・
最
初
の
し
ご
と
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
皿
洗

い
（
四
～
五
年
）。
そ
の
後
、
美
術
関

係（
三
～
四
年
）、建
設
労
働
、タ
ク
シ
ー

運
転
手
な
ど
を
し
、
現
在
に
至
る
。

・
日
曜
チ
ベ
ッ
ト
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
で
日
曜
日
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
チ

ベ
ッ
ト
文
化
を
学
ぶ
た
め
の
集
ま
り
）

で
子
ど
も
に
チ
ベ
ッ
ト
語
の
カ
リ
オ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
教
え
て
い
る
。
求
め
ら
れ

れ
ば
、
字
や
絵
も
描
く
。

・
チ
ベ
ッ
ト
青
年
会
議
な
ど
の
チ
ベ
ッ
ト

支
援
団
体
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住

の
チ
ベ
ッ
ト
人
で
組
織
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
て
チ
ベ
ッ
ト
式
の
年
中
行

事
な
ど
を
行
い
、
時
間
の
許
す
限
り
、

ア
メ
リ
カ
人
へ
の
チ
ベ
ッ
ト
問
題
啓
発

活
動
な
ど
に
参
画
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
２　
《
P
G
：
男
性
、
一
九
五
八

年
生
ま
れ
（
六
〇
歳
）》

・
妻
の
姉
が
ラ
ッ
キ
ー1000

当
事
者
で
、

親
族
呼
び
寄
せ
で
妻
が
最
初
に
渡
米
し
、

そ
の
配
偶
者
と
い
う
形
で
後
に
渡
米
。

・
中
央
チ
ベ
ッ
ト
出
身
で
、
四
～
五
歳
の

時
に
イ
ン
ド
へ
亡
命
し
た
。
当
初
は
イ

ン
ド
北
西
部
で
C
T
A
の
立
地
す
る

ダ
ラ
ム
サ
ラ
の
チ
ベ
ッ
ト
子
ど
も
村

（
T
C
V
）⑽
へ
入
学
後
、
イ
ン
ド
北
東

部
で
ネ
パ
ー
ル
・
ブ
ー
タ
ン
・
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
国
境
に
近
い
カ
リ
ン
ポ
ン

（
西
ベ
ン
ガ
ル
州
）
の
学
校
へ
転
向
し

た
。
そ
の
後
、
ネ
パ
ー
ル
で
一
一
歳
の

と
き
僧
侶
に
な
っ
た
。
一
九
九
七
年
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
渡
航
、
一
旦
ネ

パ
ー
ル
へ
「
帰
国
」
し
、
日
本
の
群
馬

県
の
焼
き
鳥
生
産
工
場
で
勤
務
し
た

（
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
七
年
）。
イ
ン
ド

の
首
都
デ
リ
ー
の
ギ
ュ
ト
ク
寺
院
で
一

年
間
修
行
し
、
後
に
還
俗
し
た
。

・
妻
は
イ
ン
ド
北
西
部
の
ラ
ダ
ッ
ク
（
旧

ジ
ャ
ン
ム
ー･

カ
シ
ミ
ー
ル
州
、
現
在

は
連
邦
直
轄
領
）
出
身
で
、
デ
リ
ー
で

知
り
合
い
、
結
婚
し
た
。
妻
は
フ
ラ
ン

ス
へ
ビ
ザ
を
数
度
出
し
て
不
受
理
だ
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
ビ
ザ
を
申
請
し
て

受
理
さ
れ
た
。

・
妻
の
姉
（
ラ
ッ
キ
ー1000

当
事
者
）

が
ミ
ネ
ソ
タ
在
住
だ
っ
た
の
で
、
二
〇

〇
四
年
、
ま
ず
は
ミ
ネ
ソ
タ
へ
行
き
、

「
政
治
的
亡
命
者
の
保
護
」(political 

asylum
)

申
請
し
た
。

・
チ
ベ
ッ
ト
系
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夜
勤
を
担

当
（
七
か
月
間
）、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
店

（
三
～
四
年
間
）、
州
立
大
学
の
夜
勤
用

務
員 （
九
年
間
：
現
職
）
を
務
め
る
。

・
仕
事
が
な
い
間
の
つ
ら
さ
を
心
底
感
じ
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て
い
る
の
で
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
チ

ベ
ッ
ト
人
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
を
助
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト

青
年
会
議
お
よ
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

在
住
の
チ
ベ
ッ
ト
人
で
組
織
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
チ
ベ
ッ
ト
式
の
年

中
行
事
な
ど
を
行
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
人
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
三　
《
T
D
：
女
性
、
一
九
九
一

年
生
ま
れ
（
二
七
歳
）》

・
ラ
ッ
キ
ー1000
と
は
無
関
係
。

・
ネ
パ
ー
ル
生
ま
れ
の
亡
命
二
世
。
高
校

生
の
と
き
、
両
親
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
移

動
を
決
意
し
同
行
。
高
校
以
降
の
教
育

を
ア
メ
リ
カ
で
受
け
る
。
現
在
は
大
学

院
生
で
就
職
活
動
中
。

・
言
語
面
・
心
理
面
で
も
十
二
分
に
ア
メ

リ
カ
社
会
に
適
応
し
、
市
民
権
を
持
つ

普
通
の
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
生
活
し
て

い
る
。

・
親
族
の
多
く
は
ネ
パ
ー
ル
在
住
で
、
数

年
に
一
度
は
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
の
親

族
や
友
人
を
訪
問
し
て
い
る
。

・
自
分
た
ち
家
族
は
「
と
て
も
幸
運
で
あ

る
」
と
感
じ
て
い
る
。

・
チ
ベ
ッ
ト
青
年
会
議
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
支
部
に
所
属
し
て
役
員
を
務
め
る
。

ま
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
チ

ベ
ッ
ト
人
で
組
織
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
て
チ
ベ
ッ
ト
式
の
年
中
行
事
に

も
参
加
す
る
が
、
通
常
は
、
大
学
院
の

写真4：日曜学校のカリオグラフィー教材 写真6：家の外にルンタ（経文の印刷さ
れた魔よけと祈りの旗）を飾る

写真5：昔の家族写真

写真1：寝室のタンカ（仏教画）

写真1-3：オークランドのチベット人の自宅内。宗教画やダライ・ラマ14世の写真などが飾られている。

写真3：室内のタンカ写真2：仏壇とダラ
イ・ラマ14世
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学
生
た
ち
や
大
学
時
代
の
友
人
た
ち
と

過
ご
す
こ
と
が
多
い
。

　
以
上
の
調
査
か
ら
次
の
こ
と
が
判
明
し

た
。（
一
）
移
民
一
世
八
名
の
誰
も
同
じ

方
法
で
渡
米
し
た
者
は
お
ら
ず
、
各
自
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
経
路
を
辿
っ
て
ア
メ
リ
カ

に
到
着
し
た
、（
二
）
ラ
ッ
キ
ー1000

か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
の
親
族
を
基

点
に
芋
づ
る
式
に
渡
米
し
て
い
る
が
、
家

族
や
親
族
事
情
に
依
拠
す
る
た
め
、
家

族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
情
報
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
分
断
さ
れ
て
い
る
、（
三
）

ア
メ
リ
カ
で
若
年
期
を
過
ご
し
た
若
者
は

難
民
あ
る
い
は
亡
命
者
と
し
て
の
意
識
や

経
験
は
な
く
、
先
進
国
の
「
フ
ツ
ウ
」
の

学
生
と
し
て
生
き
て
い
る
。

 

五
．
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

　
　
居
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人

　
　
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
現
状
：

　
　
チ
ベ
ッ
ト
系
ア
メ
リ
カ
人

　
　
と
し
て
生
き
る

　

今
回
の
調
査
で
は
、
イ
ン
ド
の

C
T
A
と
ア
メ
リ
カ
政
府
が
一
九
九
〇

年
代
に
協
同
で
実
施
し
た
、
南
ア
ジ
ア
を

第
一
次
庇
護
国
と
し
た
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人

の
再
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ラ
ッ
キ
ー
一

〇
〇
〇
）
に
照
準
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
移
動

し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
と
そ
の
親
族
た
ち
を
中

心
に
話
を
き
き
、
彼
ら
の
渡
航
の
経
緯
と

移
動
先
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

参
与
観
察
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
軸
と
す
る

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
見

え
て
き
た
の
は
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
渡
米
経
路
を
有
し
、
親
族
や
同
郷
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
生
活
の
再
建

を
図
る
人
々
の
姿
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、

国
籍
上
は
ア
メ
リ
カ
人
と
な
り
、
チ
ベ
ッ

ト
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
生
き
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
歩
み

を
進
め
た
彼
ら
が
有
す
る
強
い
親
族
・
同

郷
意
識
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス

の
扶
助
関
係
は
、経
済
的
・
精
神
的
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
当
該
者
の
自
立
を
促
す
が
、

同
時
に
チ
ベ
ッ
ト
で
の
郷
里
や
出
身
地
方

の
異
な
る
者
に
対
す
る
排
他
的
態
度
を
醸

成
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ

の
よ
う
な
強
い
同
郷
・
出
身
地
意
識
を
敬

遠
し
て
、
今
回
の
報
告
で
は
詳
述
し
な
い

が
、
そ
も
そ
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住

の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
集
ま
り
に
参
加
し
な
い

者
（
ア
メ
リ
カ
在
住
歴
一
八
～
二
五
年
の

者
た
ち
）
も
い
る
。
だ
が
同
時
に
、
こ
の

よ
う
な
者
た
ち
は
、
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル

と
い
う
第
一
庇
護
国
に
残
し
て
き
た
家
族

や
親
族
と
も
心
理
的
距
離
を
感
じ
て
い
る

よ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
が
四
半
世

紀
に
な
る
世
代
に
と
っ
て
は
、
生
活
水
準

や
自
由
へ
の
考
え
方
、
行
動
原
則
や
規
範

の
捉
え
方
に
非
可
逆
的
な
ズ
レ
が
生
じ
て

お
り
「
も
う
イ
ン
ド
／
ネ
パ
ー
ル
で
暮
ら

せ
な
い
」と
感
じ
は
じ
め
て
い
る
者
も
い
る
。

　
か
つ
て
チ
ベ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
再
定
住
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
際
に
大
き
く

議
論
さ
れ
た
、
対
象
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
異

国
の
地
で
「
社
会
的
凝
集
性
」
を
い
か
に

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
概
ね
良
好
な
状
況
に
あ
る
も
の
の
、

移
住
前
後
に
起
き
た
対
人
経
験
や
移
住
後

の
経
済
状
況
、
他
者
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

人
お
よ
び
同
胞
と
し
て
の
チ
ベ
ッ
ト
人
か

ら
の
支
援
状
況
に
応
じ
て
、
開
き
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
距
離

を
置
く
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
ど

の
よ
う
な
形
で
「
チ
ベ
ッ
ト
」
文
化
の
維

持
・
継
承
を
し
て
い
く
の
か
は
、
国
籍
上

ア
メ
リ
カ
人
に
な
り
、
英
語
を
話
し
、
世

代
が
下
る
ほ
ど
チ
ベ
ッ
ト
語
が
母
語
で
な

く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
人
と
フ
ツ
ウ
に
友
人

写真7：時々、インド式の食事もつくる。
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関
係
を
築
く
若
者
が
増
え
る
に
し
た
が
っ

て
、
意
識
的
に
努
力
す
べ
き
課
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
亡
国
の

民
で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の

移
動
の
質
や
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
の
か
明
ら
か
に
し
、
彼
ら
の
実
践

す
る
し
な
や
か
な
生
計
戦
略
お
よ
び
平
和

的
共
存
社
会
の
構
築
の
方
途
に
迫
る
こ
と

で
、
経
済
基
盤
の
安
定
と
文
化
の
継
承
を

目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
の
在
り
方
を

模
索
す
る
モ
デ
ル
提
示
の
試
み
を
探
っ
て

い
く
。

［
注
］

⑴
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
が
イ
ン
ド
で
樹
立
し

た
政
権
は
、
一
般
に
「
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政

府
（Tibetan G

overnm
ent in Exile

）」

と
呼
称
さ
れ
、
イ
ン
ド
内
外
の
メ
デ
ィ
ア

や
イ
ン
ド
人
官
僚
も
一
般
的
に
は
こ
の

名
称
を
使
用
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
の
外

交
的
立
場
か
ら
み
た
正
式
名
称
は
「
中
央

チ
ベ
ッ
ト
行
政
府
（C

entral Tibetan 
A

dm
inistration

）」
で
あ
り
、
公
式
文
書

に
は
常
に
C
T
A
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
本

稿
で
も
C
T
A
を
用
い
る
。

⑵
C
T
A
の
実
施
し
た
人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、

世
界
に
拡
散
す
る
一
二
八
、
〇
一
四
人
の

亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
の
う
ち
、
イ
ン
ド
に
九
四
、

二
〇
三
人
、
ネ
パ
ー
ル
に
一
三
、
五
一
四
人
、

ブ
ー
タ
ン
に
一
、
二
九
八
人
、
そ
の
他
の
国
・

地
域
に
一
八
、
九
九
九
人
で
あ
る
［
亡
命
チ

ベ
ッ
ト
人
口
統
計
二
〇
〇
九
よ
り
］。

⑶C
IA

:C
entral Intelligence A

gency. 

外

国
で
の
諜
報
を
行
う
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
情

報
機
関
。
中
央
情
報
局
長
官
が
統
括
す
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
直
属
の
監
督
下
に

あ
る
組
織
。

⑷
ア
メ
リ
カ
移
民
史
上
有
数
の
包
括
的
な
移
民

法
改
正
法
と
し
て
知
ら
れ
る
現
在
の
移
民

法
（Im

m
igration A

ct of 1990:

通
称 

IM
M

A
C

T1990

）
の
土
台
に
な
っ
た
の
は

一
九
五
二
年
に
成
立
し
た
ア
メ
リ
カ
移
民
国

籍
法
（Im

m
igration and N

ationality 
A

ct of 1952

）（
通
称
I
N
A
）
で
あ

る
。
途
中
、
ア
メ
リ
カ
南
部
を
中
心
に
マ
ー

テ
ィ
ン
ル
ー
サ
ー･

キ
ン
グ･

ジ
ュ
ニ
ア
牧

師
な
ど
の
黒
人
の
活
動
家
が
中
心
に
起
こ
し

た
公
民
権
運
動
を
背
景
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
移
民
を
優
遇
す
る
条
項
が
I
N
A
か

ら
削
除
さ
れ
た
（
一
九
六
五
年
）
り
も
し
た

が
、IM

M
A

C
T1990

で
は
、
一
九
六
五

年
の
移
民
法
で
決
め
ら
れ
た
移
民
ビ
ザ
の
発

給
数
が
五
三
万
か
ら
段
階
的
に
七
〇
万
に
増

え
る
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
改
正
も
行
わ
れ
た
。

IM
M

A
C

T1990
の
成
立
に
よ
り
、
九
つ
の

項
目
が
付
記
・
修
正
さ
れ
た
が
、「
常
居
所

を
追
わ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
」
の
移
動
に
関
す

る
一
三
四
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑸
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
社
会
や
ア
メ
リ
カ
国
民
も
、

手
放
し
で
こ
の
計
画
に
賛
成
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
反
対
意
見
と
し
て
「
人
種
の
る
つ
ぼ
」

と
し
て
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
チ
ベ
ッ

ト
の
文
化
が
失
わ
れ
る
危
惧
が
強
か
っ
た

［G
yaltang 2004:259

］。
他
方
で
、
移
民

と
し
て
暮
ら
し
つ
つ
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
失
わ
な
い
中
国
、
韓
国
、
日
本
、
イ
ン
ド

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
が
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ア

メ
リ
カ
移
住
を
推
進
す
る
根
拠
と
も
さ
れ

た
［G

yaltang 2004:259

］。
最
終
的
に

は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
お
よ
び
C
T
A

が
こ
の
移
住
計
画
を
承
認
し
、
実
行
さ
れ
る

に
至
っ
た
。

⑹
チ
ベ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
再
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

対
象
の
チ
ベ
ッ
ト
人
は
、「
社
会
的
凝
集
性
」

（social cohensiveness

）
を
維
持
す
る
こ

と
が
奨
励
さ
れ
た
。

⑺
本
件
調
査
は
、
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助

成
「
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変

遷
と
生
計
戦
略
と
し
て
の
移
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
今
日
的
展
開
」（
二
〇
一
七
年
一
〇
月

～
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
を
受
け
て
実
施
し

た
。
二
〇
一
七
～
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
基

本
的
文
献
を
渉
猟
し
た
う
え
で
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
在
住
チ
ベ
ッ
ト
人
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
二
〇
一
八
年
八
月
二
八
日
～
九
月

六
日
に
実
施
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
さ

ら
な
る
文
献
渉
猟
・
調
査
を
二
〇
一
九
年
度

に
実
施
し
た
。

⑻
C
T
A
官
僚
よ
り
紹
介
を
受
け
た
チ
ベ
ッ
ト

支
援
団
体
は
以
下
。

・
チ
ベ
ッ
ト
青
年
会
議
（TYC

:Tibet Youth 
C

ongress

）
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
二
日

設
立
。

・
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
チ
ベ
ッ
ト
協
会

（TA
N

C
:The Tibetan A

ssociation of 
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N
orthern C

alifornia

）
一
九
九
〇
年
七

月
六
日
設
立
。

・
チ
ベ
ッ
ト
の
友
人･

ベ
イ
エ
リ
ア
支
部

（BA
FoT:Bay A

rea Friend of Tibet

）

一
九
八
四
年
以
来
活
動
。

⑼
吐
蕃
時
代
（
七
世
紀-

八
四
二
年
）
の
七
世

紀
に
成
立
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の
古
都
で
、
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
政
権
時
代
（
一
六
四
二-

一
九
五

九
年
）
に
政
権
の
本
拠
地
が
お
か
れ
て
い
た
。

政
権
政
治
的
中
枢
で
、
政
権
の
変
遷
を
こ
え

て
文
化
的
中
枢
で
も
あ
り
つ
づ
け
た
街
。
現

在
は
、
中
華
人
民
居
和
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

の
中
央
部
に
位
置
し
、
同
自
治
区
を
構
成
す

る
「
地
級
市
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

⑽
チ
ベ
ッ
ト
子
ど
も
村
：Tibetan 

C
hildren’s V

illage （TC
V

）。
チ
ベ
ッ
ト

の
文
化
・
伝
統
の
継
承
を
目
的
と
し
て
創
設

さ
れ
た
C
T
A
の
管
轄
す
る
学
校
の
ひ
と
つ
。

ダ
ラ
ム
サ
ラ
の
T
C
V
は
、
C
T
A
が
イ

ン
ド
で
最
初
に
設
置
し
た
教
育
機
関
で
あ
り
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
実
姉
（
実
姉
の
死
亡
後
は

実
妹
）
が
理
事
を
務
め
る
学
校
で
あ
り
、
他

の
T
C
V
お
よ
び
他
の
チ
ベ
ッ
ト
学
校
と
比

較
し
て
も
児
童
・
生
徒
数
約
二
〇
〇
〇
人
と

規
模
が
大
き
く
、
基
本
的
に
全
寮
制
で
、
教

員
も
児
童
・
生
徒
も
共
同
生
活
を
し
て
い
る

と
い
う
特
徴
を
持
つ
（
他
の
T
C
V
も
基
本

的
に
は
全
寮
制
）。
T
C
V
ダ
ラ
ム
サ
ラ
は

イ
ン
ド
に
点
在
す
る
T
C
V
の
本
部
で
あ
る
。

地
元
ダ
ラ
ム
サ
ラ
出
身
者
が
T
C
V
に
通
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
全
校
生
徒
に
対
す
る
通

学
生
徒
の
割
合
は
一
〇
％
程
度
で
あ
る
。
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